
令和 4 年度竹パウダー施用試験（大葉しゅんぎく）

１　試験概要
（１）設置場所 北九州市立総合農事センター土耕温室G（北九州市小倉南区横代東町1丁目6-1）

（２）対象品目及び調査項目

 （３）試験区の構成

株数

２　試験結果
（１）地上部全長（㎝）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均※

34.8 27.0 19.2 28.6 31.2 22.8 16.8 31.2 31.2 17.0 26.0

14.4 37.7 29.9 24.0 14.4 21.6 21.0 17.1 32.0 25.2 23.2

20.0 25.2 18.9 25.2 29.4 36.4 23.4 17.6 26.0 16.8 23.2

（２）地上部重量（g）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 平均※

86.3 86.4 77.5 120.1 107.3 89.4 79.0 98.3 115.6 73.0 92.5

50.4 103.4 189.2 140.9 38.7 70.6 60.8 48.8 154.5 122.0 93.9

54.0 115.2 157.5 162.0 101.5 94.9 49.4 59.6 76.7 57.2 89.6

３　まとめ
　地上部全長では、竹パウダー区が最も高い値を示している。また、地上部重量では竹チップ区が高
く、竹パウダー区が続いている。
　これらから、今回の栽培においては竹由来の資材が生育に好影響を与えている結果となった。

竹パウダー区

竹チップ区
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※大小を除いた平均

試験区／No.

調査項目
・地上部全長（㎝）
・地上部重量（g）

試験区名 内容

竹パウダー区 各品目栽培前に竹パウダー1kg/10㎡施用

10株竹チップ区 各品目栽培前に竹チップ1kg/10㎡施用

慣行区 無施用
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令 和 5 年 3 月 31 日

産業経済局総合農事センター

品目名 大葉しゅんぎく

栽培期間 令和4年10月1日から令和4年11月8日


